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設立年 カレッジ名 設 立 場 所 設立宗派
1636 ハーバード ケンブリッジ（マサチューセッツ州） 会衆派
1693 ウィリアム＆メアリ ウィリアムズバーグ（バージニア州） 英国国教会
1701 イエール ニューヘブン（コネチカット州） 会衆派
1746 プリンストン プリンストン（ニュージャージー州） 長老派
1753 ペンシルベニア フィラデルフィア（ペンシルベニア州） 英国国教会・長老派
1754 キングス ニューヨーク（ニューヨーク州） 英国国教会・長老派
1764 ブラウン プロビデンス（ロードアイランド州） バプテスト派
1766 クイーンズ ニューブランズウィック（ニュージャージー州） オランダ改革派









































































































































5．お わ り に
本稿の冒頭でも述べたように，制度設計において問題なのは制度自体が目的化することである。
前稿でとり上げた高等教育機関におけるキャリア教育に照らして言えば，制度設計者はキャリア
教育を制度化し遂行させることが目的となっており，その内容やその後の成果検証について概し
て無関心である。社会をとり巻く環境の変化が激しいなかで，制度の設計段階から環境の変化に
合わせて制度自体を方向修正できる柔軟性を持つことによって，制度の硬直化による問題をある
程度解決できるのではないかと考えるが，方向修正の根拠となる成果検証は容易な作業ではない。
そこで本稿は，情報技術の進展により社会をとり巻く環境が変化するなかで制度をどう捉え，ま
た制度設計に係わる成果検証に対していかにとり組むべきかについて検討を加えるために，ヴェ
ブレンの制度に関する2つの論点とアメリカの高等教育への批判内容について掘り下げた。
第2節で述べたように，ヴェブレンによれば，制度は変化するものであり，その要因は自然環
境あるいは技術革新による社会環境の変化から生じ，とくに後者の方が重要である。また，制度
は思考習慣であるため過去に引きずられて累積的にしか変化しない。つまり，技術革新による社
会環境の変化が累積的に思考習慣を変えていき，思考習慣は制度であるため，制度は技術革新に
よる社会環境の変化によって累積的に変化する。
ここからわれわれが制度分析において参考とすべき点は，まず，変化の側面から制度を理解す
るには技術革新の影響を考慮に入れる必要があるということである。ヴェブレンの時代の「工業
化」から現在の「情報化」への移行は技術革新に起因するものであり，社会を成り立たせている
制度の転換を余儀なくしている。情報技術の進展は20世紀後半から始まり1990年代以降にはそ
のスピードを加速させ，やがては産業構造や職業構造をはじめ社会のさまざまな構造に変化が生
まれ制度の方向修正を迫ってきた。つぎに，しかし制度の変化は技術や社会構造の変化より緩慢
としているということである。ヴェブレンの考えでは，その理由の一つとして制度は思考習慣で
あり累積的にしか変化しないからである。一方で，この緩慢とした累積的変化は社会にとって不
可欠な要素でもある。以前拙稿でとり上げたノースの制度論においても制度の変化については認
めるところであり，ノースは制度が日常生活における不確実性を減少させることで社会に安定を
もたらすと考えたように，累積的な変化だからこそわれわれの日常生活において混乱を回避する
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（辻他［2015］）。
ヴェブレンは，こうした制度の持つ特徴について「金銭文化の表現としての高等教育」のなか
でも議論している。第3節でヴェブレンの言説に沿って要点を整理したように，ヴェブレンは，
自らの高等教育機関における経験に即してアメリカの高等教育を批判的に議論し，とりわけ南北
戦争後のアメリカの社会構造の変化を踏まえつつ高等教育の歴史を宗教の世俗化とも関連させな
がら振り返り，いかに高等教育機関が昔もいまも有閑階級の代行的閑暇に過ぎないかということ
を述べた。ヴェブレンは，19世紀後半から20世紀初頭のアメリカの高等教育の変化とあり方を
通じて，制度が過去を引きずるメカニズムや保守的傾向を持つ仕組みを明らかにしたわけである
が，現在の日本の高等教育の抱える制度的問題と照らし合わせて考えてみる価値はあろう。
ヴェブレンの生きた時代と現在の時代的偏差を考慮しなければならないが，南北戦争後のアメ
リカの高等教育の大衆化と戦後から現在に至る日本の高等教育の大衆化は，産業社会の到来と発
展という社会環境の変化の点で類似しており，さらに1990年代以降の日本ではキャリア教育の
導入に例を見るように高等教育における実務教育の重視と産業界の参入が顕著になってきた点に
も共通点がある。
改めて，本稿でとり上げたヴェブレンの制度論における論点を参照してまとめると，制度は，
①技術革新，経済・産業発展の力，②新しい時代を作っていこうとする力，③制度自体が社会を
動かしている層の思考習慣の累積であるがゆえに保守的・復古的に動いていこうとする力，の3
つの力が作用するメカニズムが働いていると見ることができる。拙稿に引き続き本稿でも，とり
わけフォーマルな制度の観点から教育制度についてとり上げてきたが（辻他［2016］［2017］
［2018］），教育を制度の中だけで論じるには議論の余地はあろう。しかし，現代社会における制
度設計のアポリアを理解する際に，こうした制度の持つ特徴を押さえて制度設計を考えることは
重要である。
加えて，変化の激しい社会環境に適した制度設計を行なうためには，成果検証を含めた制度設
計の権限を広く民間の各教育機関に解放することも一つの解決策となるのではないだろうか。制
度が上記のような特徴を持つがゆえに，キャリア教育の事例のように行政がコントロールする上
からの教育制度ではなく，民間にある程度の自由裁量を与えることで成果検証をミクロ単位で行
ない，その結果に従ってその調整も各教育機関で行なうという小回りの利いた制度設計を目指す
べきではないか。いずれにしても，技術進歩のスピードが早く，従来の100年，50年単位では
なく10年，5年単位で社会・経済状況が変容していく現代の情報化されたグローバルな社会に
おいて，人材育成の場である教育機関の制度設計は，将来の日本の行く末を左右する課題である。
［文責：「第1節，4節，5節」辻（智），「第2節」渡辺，「第3節」辻（俊）］
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（1） ここでの「大衆化」とは，後述のヴェブレンの高等教育論に絡めて，経済的に豊かになることで授
業料が支払えれば誰でも高等教育を受けられるようになり，その結果進学率が上昇することを意味し
ている。
（2） 他に，「製作者本能」，「制作本能」，「職人気質」，「製作者気質の本能」などと訳される。
（3） カレッジcolegeは大学院課程を持たない比較的数少ない学部から成る4年制の高等教育機関であ
り，大学universityは大学院課程を持ち複数の学部から成る4年制の高等教育機関である。ハーバー
ド大学のように，設立当初はカレッジでのちに大学となるケースが多いが，ヴェブレンの学んだカー
ルトン・カレッジのように，歴史は古いが現在も大学院課程を持たないカレッジのままの高等教育機
関もある。第4節では，初期の9つのカレッジとカールトン以外，現在大学になっているものは「大
学」と表記した。
（4） パトリシア・パルミエリは，1880年から1920年を対象にウェルズリー大学で学んだ女性たちの成
功のパターンを検討するなかで，女子学生の親たちはどういった理由から娘に高等教育を受けさせた
のかについて言及している。パルミエリは，ヴェブレンが『有閑階級の理論』において中産階級の妻
や娘たちの存在自体を有閑階級の代行的閑暇であると述べたことに対して，それとはまったく違った
視点を提示した。つまり，高等教育を受けたのちに社会変革の先駆者となった娘たちそのものが社会
的地位の高さを象徴するものとなり，こうした女性を世に送る出すこと自体が中産階級の人びとの誇
りとなったと述べている（Palmieri［1980］p.64）。南北戦争後，高等教育における女性の進出を考
える際に興味深い洞察である。
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AConsiderationofInstitutionalDesignfor
HigherEducationbytheInstitutionalTheory
ofThorsteinVeblen
ChisakoTSUJI,
ShunichiTSUJI,
ShoichiWATANABE
Abstract
ByanalyzingtheinstitutionaltheoryadvocatedbyThorsteinVeblen,whoisregarded
asoneofthefoundersofinstitutionaleconomicsintheU.S.,thispaperexaminedhowan
institutionshouldbeperceivedamidachangingsocialenvironmentinordertopresenta
theoreticaldiscussionaboutissuesconcerninginstitutionaldesigninaninformationsoci-
ety.Byfocusingoninstitutionaltheoryfrom Veblen・sdynamicpointofview,andin
particularthecontentofhiscriticism againstAmerica・shighereducationsystem,this
paperachievedthefolowing:（1）Fromthispaper・sperspectiveabouttheissues,clarifies
theargumentmadebyVeblenconcerninganinstitutionthat,althoughitevolveswitha
changingexternalenvironmentcausedbytechnologicalinnovation,itonlychangescumu-
lativelybecauseaninstitutionasahabitofthoughtcontinuestobeaffectedbythepast;
（2）Brieflyexplainshow,inhisarticle・TheHigherLearningasanExpressionofthePecu-
niaryCulture,・Veblencriticized,basedonhisownexperience,thenotionthatacademic
freedomwasthreatenedbyAmerica・shighereducationsystembeingcontroledbyindus-
triesduetothepopularizationofreligionanddiscussedtheprocessofaninstitution・s
cumulativeevolutionthroughouttheperiodofchange;and（3）Examines,throughare-
viewofthesocialconditionsintheU.S.andthehistoryofitshighereducationsystemfrom
thelate1800sthroughtheearly1900sinordertocontextualizethetimeperiodinwhich
Veblenactualylived,America・srapidindustrializationandthepopularizationofhigher
education,theincreasedinfluenceofindustry,andthetrendtowardsprofessionaleduca-
tion.
Keywords:ThorsteinVeblen,InstitutionalTheory,CumulativeEvolution,HigherEducation
